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論 文 審 査 の 結 果 の 要 旨 
 
インプラント周囲の骨吸収を抑制する方法として，インプラント体の直径よりも小さな直径のア

バットメントを装着する「プラットフォームスイッチング（以下 PS）」という概念が現在臨床で多
く用いられている．生物学的には，PS によりインプラント周囲骨がインプラント－アバットメン
ト接合部（以下 IAJ）から遠ざけられることにより，IAJ に侵入した嫌気性菌の骨への影響が減少
することで骨吸収が抑制されると考えられている．力学的には PS によりインプラント周囲骨の内
部応力が減少するとの報告がある一方で，骨内応力分布の違いはないとの報告もあり統一した見解

は得られていない．過去の力学的解析で広く用いられている有限要素法（以下 FEM）のモデルと
して，各インプラントコンポーネントの界面を全て連続体としているものが多く，実際の動態を解

析できているとは考えがたい．そのため，スクリュー締結によるプレロードやコンポーネントの界

面の接触条件を考慮した力学的解析を行う必要性があると考え以下の実験を行っている． 
 実験１ではインプラントの各コンポーネント間界面を連続体とした「連続型モデル」（従来型）と，

スクリュー締結によるプレロードを与え，各コンポーネント間の界面に摩擦係数を付与し接触状態

を再現した「独立型モデル」での応力分布の比較を行った．その結果，両モデルの応力分布に差を

認め，独立型モデルではプレロードによる軸力によりスクリューおよび周囲に大きな応力分布を認

めている． 
 実験２では，実験１で作成した FEM モデルと実測値の相違を検証するため，インプラントを埋

入した骨模型で骨表面のひずみ値を計測した．その結果，実験１で作成した独立型モデルと模型上

のひずみの実測値が近いことが確認され，独立型モデルが連続型モデルと比較して臨床を反映した

モデルであることを確認している． 
 実験３では PS モデルとしてシフト量５種類（0，0.2，0.4，0.6，0.8mm），アバットメントの結
合様式としてエクスターナルとインターナルの２種類の連結機構で計 10 種類のモデルを独立型モ
デルで作成した．その結果，インターナルの方が各コンポーネントや周囲骨の内部応力が大きくな

っていた。また斜め荷重において PSのシフト量増加に伴いエクスターナルのアバットメントでは，
内部応力の増加を認めた．骨内応力はエクスターナル・インターナルともにシフト量の増加に伴い

骨内応力の減少を認めている． 
以上の結果から,本研究は PSがインプラント周囲骨等へ及ぼす力学的影響に関して臨床的に有意

義な知見を示している．また，学位論文の内容、公聴会の発表および質疑応答は適切であり，博士

（歯学）の学位の授与に値すると判断した． 
 


